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（伝統的な大和絵）
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能・茶道花道・運取• その他芸能・文云

(39. )罰疇0)~1{.~<41. >・ く他. '> 
（知． ）詞奉納蕊芸奴子が (43. )を完成←「ーセットで知じ知琴うにな某疇＇

『#. 』おの頸薩湛： （妬. ) ! 
by<佑. > 

(lf.7. )といが茶会が盛んに (49. )の流行

疇み比べて丘鱈てて1高華な谷所を作リ茶会を
藷田協を争う(~. ) 楽しもゾ
が流行

く~- >が49に禅1r<~2 
精神践りぷて茶室で心の 受け継ぐ

静苺詞翠(t;I. )雑曲
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恒 ＞ガ活躍---- -------- - _, ----- - -------------------------・---- ---- ------
れん が

<!i'J >曇[.l向忍疇叫翠三＜尻 汀‘

一
<61. '>1廷リの地位を上げ~(ぽ和応疇疇） I <聟． ）き確立ft庶民的な（位 ）蜻

• 生け花の流行
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』：連薮の規則書
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・認，緑、翫（幻

＞が

』|『63.
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na 

・華やガなコスザレをして集団で踊~(紐．

(6!5'. )へ発厨した。

）ヵゞ念仏躁リと結びついで現在につな洒~I . 民間で歌われた(66. ) 
の敬集で続『67_ 』ガ

. (68. ) (!)流行

絵が入菜短編物語。

『物くさ太郎』『―寸法師』知



南北朝文化 (I作中謬）↑ム北只ふ~1!«>1 t:~ 如Jtsc只5遣岳I
誓室疇厨保護 1 ・器満、毎晏嘉寺の制に l 属さなぃ疇詞(Kで攀：
遭氏禅僧凶． ＞露て (3. )/ (IS. )噂咋和、1

瑾」'0. )疇を鱈、（午． ）をli.icJ: (l6. )の

麟 (3. ぐ7. >疇
）五山を最高とし．十刹をそれにつく宕手総

韮琴 (S. )・(6. )・(7. )-(8. )・(9. )の峙
~ 

ホ 1麟耳(ro. )・(11_. )・(f'.l. )-((3. l・(作 ）遵 i 
! <18. > (応仁の乱頃） 23に且虹ヒし、山科本願寺破却
・越前の(19. )追場を拠叫→(j!J._ 
I →北陸東海畿内に広芦［ が本拠地に

）疇）

I . 順嘉記結合を利用して 1

Iは ）を組織し、易しい文章の
I (.21. )で知環棗
I 
1<22. >-囀鴫羞 ） (1翠応36)
I 6代将軍峰這輝嘩ェ 1 輝疇靡が、令登に
1業者［疇］羹這宗遵戦 雌して屈攣知麟ち

I ! (2o.)(lb32) 
i延暦寺と維索し、荒訂ちを
受けで一時京者を追わ打た

｀ 

向
{
王
[
浄
土
菓
巴

日

蓮

字
ホ

.6. >は
しんぼんぶうじペ

神本仏郎説（神＞イム＼
に基づき神道を中叫こ

儒苺•仏巷を統合はウ
花 (.27.)を
完成したI

徴：国朝の文 {6c初め



= 這加(4-c中念）はヒ山文化（底後半造c前半~ 東 山文化 (Iぢc中ご歪 l5c後半
沼琴

譴氏直装匡lごとに寺•堪パり (33. )辱位 ）心(36. 痔(37. ) s/. 
を建立
→ (2g_ ) (29)  

1 by <3S. >i bv <as. > 霞造を母体とし．髯
亨と命名(13) ；;:力禅□詈風 ［：： 戸：

:＠（約 ）・39(1)典型例
(3!. )庭記(I弘弁頃） /砂と石だ沢造る

◎ (1/1. )の様式による底固が造られたI
byく初. > 
(2つとも）

: (疇例）（や． ）・史麟豆麟励

•その他重垂キワード‘

①宦町慕府五華僧管理を委ねた俊賠‘として (4-3. )を置き、その初代:1::::<倅 ＞を任命した((3四年）

＠（柘 ）疇五山鎌倉五山を中心に出版さ択た書藉

⑨（船 ）将軍に芸能•技鮨をもって仕えた者
（有名な人）能の稲r~甜．世向弥、河原者と呼ばれた作底の-<年7. >、11<墨画逢歌の能阿弥咋

④猿楽の専門集団が各地で生和翌応国では毎篇等暑召神社に舶士すョ塁疇が活藍
吟さき

→結崎を科知した（伶. ) • ぷZの（仰 ） 
さガと・ 払郡し:・

阪戸の (!JJ. )・ 円満寺の (5f. ) 

L 菌阿弥•世阿弥父子は菰詞ミであ~(岳 ）を著し、哉満の保護を姜け、為届
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